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び付けてヲ！~）紫O＿＇ 事物三現象に対する見方や考え方を高めてしく~勢を身にコけてほしいと考えた。
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3 捜業の実際

( 1）メダカについて，一人ひとりが思いをもって追求する場を設定するハ

学級全体で、考えを出し合い，学び合うためにはヲまず A 人ひとり叫ど、

もが主体的iこ追求しヲ自分なりの見万や考え方そ高めていくことが不可

ーる。子どもたちがメダカの発生の仕方について主体的に追求していけ

るよう，実際にメダカが生息している水路にメダカをとりに行き，とって

きたメダカを飼育するところから学習を始めた。

子どもたちは9 メイカとりの活動を通して，群れを成して逃げ的，｛木の色と同じ、土のところに行つ

二：：~； ！よ~rt~；，：·~；；：~i：~；、：：，つ；；ぷ~~；
れたO そしてど？子も 白分の水槽で卵がうまれるように条件を工夫したり うまれてきー；｛~.；：

L，詳しく調べたりすることができた。下
卜に紹介するのは，このときの児童の日記である。
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飼育を始めて見つけたこと気づ、いたこと不思議に思 ムヲト
つ／」」と」れか b調べてみたいことをもとに問題

:·~-- i：を行ったときには，子どもたちが追求したい問題としてtK.0) ;3つが出されたo ①メダカは，卵か

っしつやつどう子てくるのカo ②メタカが卵をうむために必要なのはどんな冬件かo ③メダカは，自

のJ1r1 ：~：何九イているのかo ①については，教室に実体制鏡を用意しておき うまれた卵 i 

I し仁調べていく守？とにしjし②については9 オスとメスの数を変えたり 9 体格をそろえ切と

どもたちが考えなか？聞い追求していくことにしたo ③山いてはヲメダカの生息日いた水路の

心ことによって切メダカの食べ牧！となっているアドの中の；J、さな生物／，ごつい
に勺いてi洞
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の；意味を解釈していくときに必要となるカーであり，表現力は9 複数の事実を比較したり関連づけたりし

て巨分なりの考えを表すときに必要となる力である。これらは令自分のもっている見方や考え方と新た

に見つけた事実をすり合わせたり，学級全体で多様な考えを出し合ったりして守その考えの妥当性

討する中で高めていくことができる。そこで本単元では9 メダカとヒトの発生や成長のしくみについて

調べる活動を通してヲ卵や胎l尼またはそれを育む母体の形態や9 生態，行動のもつ意味について主体

的に追求い生物がそれぞれの環境にあった方法で，巧みに命を】つないでいることをとらえられるよう

にすることをねらいとする。

(3) 11年闘で育てる思考力＠判断力⑮室長現力の育成iこ

科学的思考力を高める学び合いの理科学習を展開し，

成していく観点からラ本単元では，調べた事実をもとに

する見方や考え方につ ＼j、て学び合う場面を構想し

おける学び台いの場面について中心に述J くる。

（工） 2つの種を比較することによって，

う場閣の構語、について

したように思考力。 'i"IJ断力。表現力を

についての考察を出し合い，生物に

は，紙面の都合七第 2次に

る

きるようにする

第 2次では，メダカの発生にかかわる観察をひととおり終えた後9 観箪し、て見つけたメダカの

かかわる特徴を9 同じ魚類のマアジと比較しながら考案し 9 メダカが子孫を残すためにヲそれらの特徴

がどのように役立っているのかq 考えを出し合う場を設定した。発生の仕組みにかかわる特徴が大きく

異なるマアジとメダカの比較を通して，それぞれが環境に適応しながら9 長い時間をかけて獲得してき

た命をつなぐ仕組みの巧徹性に気づいてほしいと考えた。メダカの卵は直径約 l～1.5mrn＿の球形で，

付着毛を有し，親メダカは流されないよう水草に卵を産みwつける。この付着毛は，止水域に生息し？そ

こで、産卵する魚類に見られる特徴である。また，一度に産卵する｛回数は 2個～15個で，水温や日照時間

等の条件によって異なるが9 おおよそ 4月から 9月の間，卵を産み続ける。一方マアジは9 約 2万個～

18万個の§)Flを一度に海水中へと産卵する。生まれた卵は藍在約0.9mmの球形と 1］＼さく 9 水にしずむメ

ダカの卵とは対照的に，海水に浮く浮性卵である。このように，マアジの卵はメダカの卵と異なる点が

非常に多い。そこで9 メダカの比較対象としてマアジをとり上げることにした。

②子どもの者えを座席表！ことらえておく

マアジにつし3て調べた後，「メダカとマアジが子孫を残すために工夫していること」

どもたちがメダカとマアジの繁殖戦略についてラ何を根拠にしてヲ

その考えを記録用紙をもとにとらえておき 9 「子孫を残すにはどちらが有利かjに

ついて学び合う場面で，より多様な考えを引き出せるようにしておく。学び合いの場面においては司

のとらえをもとに，場合によっては意図的指名をおこなえるようにしておく。また匂より

を個別に考察す

どのような：戟る時間を設定する。

略ととらえたのか弓

具体的な学習 u 内容（（＞印は9 学級全体の学ひ古 万場面〉

を忠、起しすべての種が命を交民世ーシイパ
つないでいることヲ命をつなぐために工夫してt三ことこ引

向けヲ これからの学習に見通しをもっつ I 

・7]<1唱で、メダカをとり 9 メダカの生態や生息環境を知る。
＠卵を産ませるために必要な条件を考え，自分の水槽でメダカ
の飼育を始める口

で見つけたこと F 気づいたことラ
とと，これから調f ：てみたいことをもとに
2週間後の様子を予想する。

’卵や子メダカ
のように変化す忍の

・エサとなる7］＜の中の小'6
して♂見ヮけたことを出し

ついて！転手理する。
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「マアジが有利」が12名，「ど

ちらともいえないJが 4名であっ

メダカの卵がヲ
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つ」／：： （ご自分が見つけたことを

するのか整理することができ

もとに，あるc 子どもたちは，

てから瞬化するまでにち

右側にマカ
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出店ご~ff;
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を匝むから， l自目の卵は全部会べられても？ 2回呂の卯がーそしれば何も問題がない。 I 
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でを， トヒウ寸・1b~ E江市往しだとヲ浮いているからすぐ見つけてかると思います。
今，ょこ 言えれってし日 ご主て誌編になっている目。ほかのところでもありますか？
次はマアジの人に先に聞いてみましょうか。

マアジは i度に 2万個以上手むからラ I君が言つたように9 少し含べ 3 れても残ると思うし，そ

古号よr：』：~＇個fE~：，；ふ：よf :~ ~~「＂£:}1；~；ιカf；セ，（it＼，；：主！
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いいけど？ マアジまだほかにありますか？

マアジの卵は小さし功〉ら見っかりにく L'oそれに人間の心臓みたいな色をしているから
もあんまり食べないと思つo だから，て刊誌百司五日沼市丈一り

それについて意見。心臓のたいな色って言ったんだけど，逆にうメダカはマアジよりはちょっと

！ り；：；；！；；~｛；，＜~明だから見っかりにくいけれど マアジの卵はあんな色だからヲメダカの卵川
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I T 円 には絶対あるだろうと思っている魚がいる川 それ哨てられて 1~ a'; 'J 0 透明でも。 「

ほかの

よそれぞれの特徴を比較しながら p どちら

ように，友だちの意見に対して＼言えることと

出されるようになり，メダカやマア、ヅがとう

こしていくことがで、き

うことで3 より多〈の根拠をもとに

F はq 前時までのところで にの
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児童H3

7' 上手ぞみ
ゴ→ ζこも

子

した

卵が親の体長に上じLてlj＼さ

いこと雪一度に産む卵

が非常に多いことヲ卵の

面に付着毛がないこと

気づいていゥた。また，

アジは卵が牌イじするまで

よそ40時間しかないこと，

海水に浮く浮性卵であるこ

と， Wl'f化直後の体長がメダ

カよりも；J＼さいことなと、の情報については，教師から補足した。子どもたちは9 表に示す条件のちがい

から，メダカとマアジが子孫を残すために工夫していることを考えた。ここでの記録用紙をもとに9

どもの考えをA群～C群の 3つに分類してとらえた。

A群：複数の特徴を根拠にして，メダカやマアジの子孫を残す工夫を考えている O

B群：ひとつの特徴を根拠にして考察している。

C群：根拠にしている事実を整理する必要がある。

このとらえをもとにヲ第10時の話し合いの中で，繁殖戦略についての見方や考え方を高めていくため

のはたらきかけを？子いたいと考えた。 3つに分類するとり A群19名， B群 4名， C群 3名であったo A 

群の子どもたちには9 さらに多様な考えを含めて考察することでヲ B群， C群の子どもたちには9 より

多くの事実に自を向け♂て考察することで，メダカやマアジの繁殖戦略の巧敵性に気づかせたいと考えた。

一人ひとりの子どもの考えは，次のように座席表にまとめた。座席表の一部を下に紹介する。

した。マ了ジの

マアジが腹に持ヮ

ている卵を吋グカの卵と比

べながら

fこり

てず

ーミ ？ ジ

L fこり。

ることで，

fこり

中 f ～
ぐり t」いの中では「卵の色」につしlて ［！）恵誌を述べて~＼る。

「どちらとも言えな i,¥ J lこ立携を変云て？「2，っきの

と思うしl ーアジ【L2 15日fil1を産んでいるカ＇：：，，

カとマアジ子どもたちははじめヲ前半

り有利かを吟昧していった。さらに，児童 I1 

言えないことを整理しながふその妥当性を吟昧する

ている繁殖戦略のメリットとデメリットを次第に

また，立j話を明確にして，「どちらが有利か？J

ることができるようになゥていった。 WUえばむ

み着目して考えていたが匂話し

に「てf アジが有利Jから

ぜ夕、イy は卵が~l,\f，、 i二

; J平 J
'-J」／、

②マアジが子孫、を残すための工夫（工）メダカが子孫を残すための工夫

のうち 4名

と発言している。「どちら

ることがで、きるようになっているc ま

とした子どもたちが 6名い？とこc G 

Iどちら

理由を聞い
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っているから勉どっちか；央めら

えを出し合うことで？より多く

Fと同じように，話し合いの後「どちらとも言えない！

比終始一貫して「どちらとも言えない」としており 9

がなかったため， 2回目のネームプレー iをR占らせた

」

ぜ－ _, l 

ども と

ませ

). 屯

「メダカとマアグの卵をくらべて，二子孫を残寸にはどちらが有利か考えよう。Jをめあて

もとにメダカとマアジの繁殖戦略について考察する学び合いの場を設定した。
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がうし，どちらにもいいところとダメなところがあって決められない。」と主張した。これらの発言を

受けて，子どもたちの理科目記に，「どちらもそれぞれに工夫している」という考えが多く見られるよ

うになっていた。下の理科目記は， 1回目も 2回目も，どちらも「メダカが有利」とした児童Kの理科

日記である。終始一貫して「どちらとも言えない」とした児童Lの発言を聞いて，見方や考え方をさら

に高めている。

児童K
L君が言ったように，条件はちがっても生まれる確りつはいっしょだなと思いました。なので，

どっちかまよってきました。海と川ではすむ条件もちがって，それぞれ、いいところと悪いところ

があるんだと思いました。あと，「毛」や「つるつるJはこの条件の中にあるんだなあと思いましたO

メダカにもマアジにも工夫があって，どちらもそれぞれにあった方法で巧みに子孫を残しているとい

う考えが表現されている。事実をもとに考察する学び合いを通して，科学的思考力を高めている姿の一

つだと考えている。

4 成果と課題

今回の実践では，飼育・観察を通して，メダカがどのようにして子孫を残しているのかを調べた後，

「メダカとマアジの卵を比べて，子孫を残すにはどちらが有利か考えよう」をめあてに，生物に対する

見方や考え方を学び合う場面を設定した。メダカとマアジの繁殖戦略について比較し，どちらが有利だ

と考えるのか，一人ひとりが立場を明確にしながら活発に意見を出し合い，見方や考え方を高めていく

ことができた。その成果と課題についてまとめておきたい。

( 1）事実をもとに考察を出し合う学び合いの設定

今回の実践では，メダカとマアジの繁殖戦略を比較することで，メダカの発生について調べてきたこ

とを考察する場を設定した。種による繁殖戦略の違いから，それぞれの生物の工夫に着目し，その意味

を考察していくことができた。また，学級全体で考察を出し合うことで，それぞれの繁殖戦略の巧みさ

について，より多様な事実をもとに考察するようになり，科学的思考力を高めることができた。「メダ

カもいいし，マアジもいい」という考えへと至るプロセスでは，「1授業の構想（2）」で表に示した思考

が活発にはたらき，科学的思考力および，表現力，判断力を高めることができたと考えている。

課題は大きく二つ挙げられる。まずーっ目は，考察する視点、についてである。今回はより多くの事実

をもとに考察できるよう課題を設定した。しかし，考察が適切かどうか学級全体で吟味していく学び合

いを設定するためには，一つの違いに着目して考察する課題の方が適している。相違点が多いと，簡単

に「どちらとも言えない」となるからである。今回の課題でも終始，「比較できない」と主張した子ど

ももいた。結論を導くまでのプロセスが科学的思考力を高める。したがって，考察するために出会わせ

る対象を，どの程度相違点があるものにするかという点を探っていきたい。

(2）子どもの見方や考え方をとらえてはたらきかけに生かす

考えを出し合う場面では，メダカとマアジの子孫を残す工夫について，子どもがどこに着目している

のか，ワークシートから考えをとらえておいた。これはまず，多様な考えを引き出すための手だてとなっ

た。必ず学級全体の話し合いの場でとり上げたい考えについて選んでおくことで，場合によっては意図

的指名を行なうこともできた。また，一人ひとりの子どもについて願う姿を具体的にイメージしておく

ことも，子どもたちが相互に関連付けて意見を述べていけるように指名する上で有効であった。

課題は，学び合いの場面において，子どもたちの見方や考え方を高めていくきっかけになる子どもの

考えをとらえて，話し合いを組み立てていくことである。本単元でも，子どもたちは，それぞれの考察

を出し合い，見方や考え方を高めていくことができた。しかし，教師が，どこでどの考えをとり上げ，

掘り下げたり提案したりしていくものを，さらに具体的にイメージしておくことで，子どもの見方や考

え方を，さらに高めることができたのではないかと考えているO

本実践における成果と課題をもとに，科学的思考力を育む学び合いの理科学習を展開するための授業

のあり方を今後も探っていきたい。 （文責深田 剛生）
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豊かな学び合いの中で科学的思考力を高める子ども

一 中学3年「仕事とエネルギー」の実践から

捜業の構想

( 1）子どものとらえについて

子どもたちは様々な家電製品に固まれた環境の中で育ち，それらを使い，様々なエネルギーを利用し

便利な生活を法っているo しかし，それらの家電製品の内部構造は複雑であり，それらを利用する際

は，「明りを得るためにスイッチを入れる」といったように目的にばかり注意が向けられ，どのように

エネルギ一変換が起こっているかなど仕組みに疑問を抱くことはほとんどないと考えられる。また，生

活経験や体験活動が不足しており，道具を使って作業することも少なくなっているo そのため，様々な

道具がどのようなはたらきをしているかなど仕組みに興味を持ちにくくなっているn

子どもの認識を知るために本単元の事前調査を行った。その中で，道具のはたらふこついての問いで

は，力の向きだけが変わる定滑車のはたらきを 7割近くの子どもが力は小さくてすむと答えていたーこ

のことから子どもは道具を使うことで小さな力で作業ができると感覚的にとらえていることがわか：た。

また，本単元で学習する仕事やエネルギーの単位である J Cジュール）は，日常であまり使われない単

位であり，感覚としてとらえにくい単位でもあるO

本単元で学習する仕事やエネルギーの概念は抽象的であり，「省エネ」などに代表されるように日常

用語として使われるにも関わらず，子どもにとっては認識しにくいものであるo したがって，本単元で

は，身近なものを使った観察・実験を行うことで，日常のさまざまな場面でエネルギーが関わっている

ことに気づき，エネルギーを多面的にとらえられるようにしたい。

(2）本単元の目標や内容と理科で考える思考力・判断力・表現力の育成との関わりについて

本単元の目標は，運動やエネルギーに関する観察・実験について，物体の運動の規則性を発見したり，

数量的関係を指摘して，エネルギーの基礎について理解し，日常生活や社会と関連付けて運動やエネノレ

ギーの初歩的な見方や考え方を養うことである。また，新学習指導要領では，「物体のもつエネルギー

量は物体が他の物体になしうる仕事で測れること」を理解することとあり，エネルギーを仕事の単位ジュー

ル（言己号： J) として扱うことになった。したがって，さまざまな種類のエネルギーをジュールという

共通の単位で表すことでエネルギ一概念を理解しやすく，より定量的にとらえやすくなったn ノ

したがって，導入の段階で理科における「仕事」について丁寧に扱い，仕事概念を柱としてLネノレギ一

概念の確立へとつなげていく。力学的エネルギーに関する実験は，条件を制御して，分析して解釈し，

規則J性を見出す展開がしやすいo 仕事は，力の大きさと距離の積で表されるため，目で確認することは

できなし可。したがって，ワークシートにはあらかじめ作業内容を図示したものを与え，子どもはその図

に力の矢印などをかき込みながら考えを深めていく。それらをもとにして班や学級で話し合う活動の中

で，科学的に判断したり，他者に表現する中で科学的思考力を養うことが期待できるo そして，実験・

観察によって得られた科学的根拠をもとにして，自分なりに現象をまとめることでさらに科学的思考力
を養うことができると考える。

ム以上のことから，本単元は比較的規則性が見出しやすく，子どもたちがこれまで培ってきた知識や概

念，問題解決能ヤ科学的に探究する能力を使い，さらに科学的な思考力や判断力，表現力を養うこと
ができやすい単冗であると考える。

(3) 11千聞で育てる思考力・判断力・表現力の育成に関する学び合う場面の構成について

本単冗は，既習事項である力の概念を用いて，仕事について理解し，仕事を柱にして様々なエネルギー

について概念を形成していく単元である。そのため，導入段階で仕事について理解しておくことが大切
となってくる。

学び合いの課題は，子どもの最近接領域を考え，日常生活と関連付けるなど子どもの意欲がわくよう

に設定することが重要であるo 子どもの実態としては，学習意欲が高く，予習などによって授業前に教
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